
＊
＊
＊

《
問
題
Ⅰ
》   

論
理
的
言
語
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問

⑴
行数
14
行
目
誤
あ
れ
以
上
に

正
そ
れ
以
上
に

⑵
行数
19
行
目
誤
「
ヤ
バ
い
」
と
い
う
言
葉
を

正
「
ヤ
バ
い
」
と
い
う
言
葉
で

⑶
行数
7
行
目
誤
つ
ま
り

正
た
と
え
ば

⑷
行数
24
行
目

（
25
）

誤
日
本
語
に
よ
っ
て
そ
の
感
性
を
、
磨
く

正
日
本
語
に
よ
っ
て
、
そ
の
感
性
を
磨
く

第
二
問

第
二
段
落
：
A
I
が
普
及
し
て

第
三
段
落
：
実
は
言
語
と
感
性

第
四
段
落
：
ま
た
、
頭
の
中
で

■
配
点
　
第
一
問　
各
5
点

　
　
　
　
第
二
問　

�

第
二
段
落　

6
点　
　

第
三
・
第
四
段
落　

各
7
点

◆
解
説

第
一
問

⑴　
直
前
の
内
容
を
指
し
て
い
る
の
で
、「
あ
れ

以
上
に
」
は
不
適
切
。

⑵　
目
的
語
を
表
す
「
を
」
で
は
な
く
、
手
段
を

表
す
「
で
」
が
適
切
。

⑶　
「
数
学
者
は
～
」
は
例
示
。

⑷　
「
日
本
語
に
よ
っ
て
」
は
、
直
後
の
「
そ
の

感
性
を
」
で
は
な
く
、「
磨
く
こ
と
が
で
き
る
」

に
か
か
る
言
葉
で
す
。

第
二
問第

一
段
落
は
、
人
間
は
右
脳
と
左
脳
を
同
時
に

使
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
第
二
段
落
は
、
A
I

が
普
及
し
て
い
る
時
代
に
は
、
言
語
に
よ
る
イ

メ
ー
ジ
喚
起
が
重
要
に
な
る
こ
と
。
第
三
段
落
は
、

感
性
と
言
語
が
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。

第
四
段
落
は
、
言
語
の
論
理
的
な
使
い
方
が
大
切

だ
と
い
う
こ
と
。

＊
＊
＊

《
問
題
Ⅱ
》   

論
理
的
読
解
力
A �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問　
彼
女
は
な
ぜ

第
二
問　
⑴　
ウ　
　

⑵　
オ　
　

⑶　
ア

　
　　
　

⑷　
イ　
　

⑸　
エ

第
三
問　
A
　
オ
　
　
B
　
ア
　
　
C
　
イ
　
　

　
　
　
　
D
　
エ
　
　
E
　
ウ

第
四
問　
そ
ん
な
事
が

第
五
問本

当
は
信
子
も
俊
吉
の
こ
と
が
好
き
な
の
に
、

俊
吉
を
妹
に
譲
る
た
め
、
信
子
が
他
の
人
と
心
に

も
な
い
結
婚
を
し
た
こ
と
。

■
配
点　
第
一
問　
5
点　
　
　

第
二
問　
各
2
点

　
　
　
　

第
三
問　
各
2
点　
　

第
四
問　
5
点

　
　
　
　
第
五
問　
10
点

◆
解
説

第
一
問欠

落
文
の
「
そ
れ
ら
の
解
釈
」
が
、「（　

C　
）
又
或あ
る

も
の
は
彼
女
を
疑
っ
て
、
心
が
わ
り

が
し
た
」
を
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
欠
落
文
の
冒

頭
の
逆
接
「
が
」
も
根
拠
。

第
二
問

⑴　
直
前
の
「
こ
う
云い

う
」
が
「
皮
肉
や
警
句
」

を
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ウ
「
冷
笑
」。

⑵　
直
前
の
「
置
き
ざ
り
に
さ
れ
る
」
か
ら
、
オ

「
閑
却
（
い
い
加
減
に
放
っ
て
お
く
こ
と
）」。

⑶　
俊
吉
が
照
子
を
忘
れ
が
ち
な
こ
と
を
気
に
し

な
い
の
だ
か
ら
、
ア
「
無
頓
着
」。

⑷　
「
松
林
」
を
形
容
す
る
言
葉
。
直
後
に
「
沈

黙
」「
そ
う
云
う
寂
し
い
」
と
あ
る
こ
と
か
ら

も
わ
か
る
。

⑸　
信
子
が
、
照
子
か
ら
の
手
紙
を
読
ん
で
は
涙

を
流
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
エ
「
感
傷
」。

第
三
問

A　
直
前
の
内
容
と
の
つ
な
が
り
か
ら
、
信
子
と

俊
吉
と
の
関
係
を
述
べ
た
も
の
が
入
る
。
オ
の

「
い
よ
い
よ
親
し
み
が
増
し
た
」
は
、（　

A　
）
直
前
の
「
昔
か
ら
親
し
く
往
来
し
て
い

た
」
を
受
け
て
い
る
。

B　
空
所
直
前
の
「
軽
蔑
出
来
な
い
も
の
を
感
じ

な
い
訳
に
は
行
か
な
か
っ
た
」
を
受
け
て
、
ア

の
「
だ
か
ら
」
が
順
接
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

C　

空
所
直
後
の
「
又
或
も
の
は
」
は
、
イ
の

「
或
者
は
」
を
受
け
て
い
る
。

D　

直
前
の
「
御
姉
様
の
犠
牲
」
と
、
直
後
の

「
そ
う
」
が
、
ウ
の
「
御
姉
様
も
俊
さ
ん
が
御

好
き
」
を
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
。

E　
直
前
の
「
死
ん
で
で
も
、
御お

詫わ

び
を
し
よ
う

か
と
思
い
ま
し
た
」
の
理
由
が
入
る
。

第
四
問「

そ
ん
な
事
が
何
度
か
繰
返
さ
れ
る
内
に
、
だ

ん
だ
ん
秋
が
深
く
な
っ
て
来
た
。
従
っ
て
同
窓
た

ち
の
頭
の
中
に
は
、
彼
等
が
学
校
を
出
る
ま
で
の

間
に
、
何
時
か
彼
女
と
俊
吉
と
の
姿
が
、
あ
た
か

も
新
婦
新
郎
の
写
真
の
如
く
、
い
っ
し
ょ
に
は
っ

き
り
焼
き
つ
け
ら
れ
て
い
た
。」
と
あ
る
が
、
因

果
関
係
を
表
す
「
従
っ
て
」
が
論
理
的
に
お
か
し

い
。「
そ
ん
な
事
が
〜
来
た
。」
の
一
文
を
削
除
す

る
と
、「
信
子
も
亦ま
た

一
方
で
は
彼
等
の
推
測
を
打

ち
消
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
そ
の
確
な
事
を
そ
れ

と
な
く
故
意
に
仄ほ
の
め

か
せ
た
り
し
た
。」
が
「
従
っ

て
」
以
降
の
理
由
と
な
る
。

第
五
問「

具
体
的
に
」
と
い
う
条
件
に
注
意
。
信
子
に

宛
て
た
、
照
子
の
手
紙
の
中
に
「
私
の
事
さ
え
御

か
ま
い
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
き
っ
と
御
自
分
が
俊

さ
ん
の
所
へ
い
ら
し
た
の
に
違
い
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
一
文
か
ら
、
自
分
の

た
め
に
信
子
が
心
に
も
な
い
結
婚
を
し
た
の
に
違

い
な
い
と
、
照
子
が
想
像
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

＊
＊
＊

《
問
題
Ⅲ
》   

論
理
的
思
考
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問

⑴　
日
本
人
は
察
す
る
文
化
の
中
で
育
っ
て
い
る
。

⑵　
事
を
な
す
に
は
、
自
分
の
心
理
状
態
を
冷
静

に
観
察
せ
よ
。

　
（
事
を
な
す
に
は
、
冷
静
に
自
分
の
心
理
状
態

を
観
察
せ
よ
。）

第
二
問

⑴　
あ
な
た
は
筋
を
通
し
た
生
き
方
を
し
な
さ
い
。

⑵　
人
間
の
価
値
は
他
人
が
決
め
る
も
の
で
は
な

い
。

第
三
問

⑴　
満
天
の
星
空
を
堪
能
す
る
。

⑵　
彼
の
頭
は
曖
昧
模
糊
な
状
態
だ
。

第
四
問　
月
光

第
五
問　
私
事

■
配
点
　
第
一
問　
各
4
点　
　

第
二
問　
各
4
点

　
　
　
　
第
三
問　
各
4
点　
　

第
四
問　
8
点

　
　
　
　
第
五
問　
8
点

測
　 

　
　
定
　 

　
　
す
　
　 

　
る
　 

　
　
能
　 

　
　
力

論
理
的
言
語
力

論
理
的
読
解
力
A

論
理
的
読
解
力
B

論
理
的
思
考
力

論
理
的
表
現
力

日
本
語
を
論
理
的
に
扱
う

能
力
。
一
文
の
構
造
を
論

理
的
に
つ
か
ま
え
る
力
。

「
こ
と
ば
の
つ
な
が
り
」、

指
示
語
・
接
続
後
な
ど
を

論
理
的
に
扱
う
力
。

文
章
を
論
理
的
に
読
む

力
。

趣
旨
を
的
確
に
把
握
す
る

力
。
小
説
な
ど
を
客
観
的

に
読
む
力
。

文
章
構
造
を
論
理
的
に
解

説
す
る
力
。
文
と
文
と
の

論
理
的
関
係
、
段
落
と
段

落
と
の
論
理
的
関
係
、
文

章
全
体
の
論
理
構
造
を
把

握
す
る
力
。

文
章
の
要
点
を
論
理
的
に

整
理
し
、
ま
と
め
る
力
。

論
理
的
に
説
明
す
る
力
。

お
も
に
記
述
力
・
論
述
力
。

他
者
に
向
か
っ
て
、
論
理

的
に
話
す
力
。
論
理
的
に

思
考
し
、
自
分
の
考
え
を

論
理
的
に
書
く
力
。

国
際
標
準
論
理
文
章
能
力
検
定
　
レ
ベ
ル
10
　
　
2
0
1
9
年
度
　
第
2
回 

解
答
と
解
説



◆
解
説

第
一
問

⑴　
ま
ず
「
育
っ
て
」
＋
「
い
る
」
と
述
語
を
決

定
。
そ
れ
に
対
す
る
主
語
は
「
日
本
人
は
」。

「
察
す
る
」
→
「
文
化
の
」
→
「
中
で
」
→

「
育
っ
て
い
る
」
と
つ
な
が
る
。

⑵　
述
語
は
「
観
察
せ
よ
」
で
、
命
令
文
。
次
に

「
な
す
に
は
、」
と
読
点
に
着
目
。「
事
を
」
→

「
な
す
に
は
、」
と
つ
な
が
る
。「
自
分
の
」
→

「
心
理
状
態
を
」
→
「
観
察
せ
よ
」、「
冷
静
に
」

→
「
観
察
せ
よ
」
と
つ
な
が
る
。

第
二
問

⑴　
述
語
が
「
し
な
さ
い
」
で
、
主
語
は
「
あ
な

た
は
」、
目
的
語
は
「
生
き
方
を
」。「
筋
を
」

→
「
通
し
た
」
→
「
生
き
方
を
」
→
「
し
な
さ

い
」
と
つ
な
が
る
。
不
要
な
言
葉
は
「
決
し

て
」「
正
し
い
」。

⑵　
助
詞
・
助
動
詞
を
自
立
語
に
つ
け
て
、
文
節

を
作
る
。「
決
め
る
も
の
で
は
な
い
」
を
見
つ

け
れ
ば
、
後
は
「
人
間
の
」
→
「
価
値
は
」
→

「
決
め
る
も
の
で
は
な
い
」、「
他
人
が
」
→

「
決
め
る
も
の
で
は
な
い
」
と
つ
な
が
る
。
不

要
な
言
葉
は
「
に
」「
あ
る
」。

第
三
問文

字
を
組
み
合
わ
せ
て
単
語
を
作
り
、
次
に
文

節
、
一
文
の
順
に
作
成
す
る
。
漢
字
は
そ
れ
自
体

が
意
味
を
持
つ
の
で
、
最
初
は
漢
字
の
組
み
合
わ

せ
を
考
え
る
。

⑴　
述
語
は
「
堪
」「
能
」「
す
」「
る
」
で
、
主
語

は
省
略
。
目
的
語
は
「
星
」「
空
」「
を
」。

⑵　
ま
ず
「
曖
昧
模
糊
」
と
い
う
四
字
熟
語
を
作

る
。「
頭
」「
は
」
→
「
状
」「
態
」「
だ
」
が
主

語
と
述
語
。

第
四
問希

望
を
象
徴
し
た
も
の
が
、
答
え
。「
梅
雨
空

の
闇
夜
」
で
、「
雲
間
か
ら
漏
れ
て
く
る
」
の
は
、

「
月
光
」。

第
五
問「

自
分
一
身
の
こ
と
ば
か
り
話
題
に
す
る
人
」

を
批
判
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、「
私
事
」
が
答
え
。

＊
＊
＊

《
問
題
Ⅳ
》   

論
理
的
読
解
力
B �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問　
大
乗
の
非
心

第
二
問�　
さ
も
な
く
ば
政
略
の
具
で
な
か
っ
た
。
→

さ
も
な
く
ば
政
略
の
具
で
あ
っ
た
。

第
三
問　
い
か
に
昏
迷

第
四
問　
⑴　
オ　
　

⑵　
ア　
　

⑶　
イ

　
　　
　

⑷　
ウ　
　

⑸　
エ

第
五
問　
⒜　
オ　
　

⒝　
ア　
　

⒞　
ウ

　
　　
　

⒟　
カ　
　

⒠　
イ　
　

⒡　
エ

■
配
点　
第
一
問　
6
点　
　

第
二
問　
6
点

　
　
　
　

第
三
問　
6
点　
　

第
四
問　
各
2
点

　
　
　
　

第
五
問　
各
2
点

◆
解
説

第
一
問ま

ず
第
二
条
の
説
明
箇
所
を
探
す
と
、
⑫
段
落

だ
と
分
か
る
の
で
、
こ
の
前
後
を
含
め
て
検
討
す

る
。
欠
落
文
冒
頭
に
「
さ
れ
ば
こ
そ
」
と
あ
る
の

で
、「
第
二
条
に
お
い
て
信
仰
の
問
題
を
示
さ
れ

た
」
理
由
と
な
る
箇
所
を
探
す
と
、
⑪
段
落
の
末

尾
だ
と
わ
か
る
。

第
二
問当

時
の
仏
教
は
政
略
の
具
で
「
あ
っ
た
」
の
で
、

「
な
か
っ
た
」
が
間
違
い
。

第
三
問⑭

段
落
の
「
い
か
に
昏こ
ん

迷め
い

と
騒
乱
が
あ
っ
た
に

せ
よ
、
そ
こ
に
は
、
一
つ
の
出
来
事
、
一
つ
の
問

題
に
向
っ
て
の
、
し
ず
か
な
凝
視
と
味
い
と
沈
思

と

―
か
か
る
悠
久
の
時
間
と
い
う
も
の
は
あ
っ

た
に
相
違
な
い
。」
に
着
目
。
そ
の
直
後
に
「
即

ち
」
と
あ
る
が
、「
即
ち
」
以
下
の
文
と
「
イ

コ
ー
ル
」
で
は
結
ば
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
余
分
な

一
文
だ
と
わ
か
る
。

第
四
問

⑴　
前
の
流
れ
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
い
る
か
ら
、

逆
接
の
「
し
か
し
」。

⑵　
悲
劇
を
追
加
し
て
い
る
の
で
、
添
加
の
「
し

か
も
」。

⑶　
空
所
直
前
よ
り
も
、
直
後
を
選
択
す
る
の
だ

か
ら
、「
む
し
ろ
」。

⑷　
「
た
と
い
〜
と
も
」。

⑸　
話
題
の
転
換
の
「
と
こ
ろ
で
」。

第
五
問

⒜　
直
前
に
「
懐
し
い
歴
史
の
思
い
出
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
オ
「
思
慕
」。

⒝　
後
半
に
仏
法
の
伝
来
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
。
飛
鳥
び
と
を
と

ら
え
た
も
の
は
、
ア
「
信
仰
」。

⒞　
「
現
世
利
益
」
は
、
四
字
熟
語
。

⒟　
「
灰か
い

燼じ
ん

に
帰
す
」
は
、
す
べ
て
が
消
滅
す
る

こ
と
。

⒠　
直
後
に
「
か
く
あ
れ
か
し
と
衷
心
よ
り
念
じ

給
う
た
言
葉
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
祈
り
」。

⒡　
「
〜
的
」
に
つ
な
が
り
、「
求ぐ

道ど
う

心し
ん

」
を
か
ざ

る
言
葉
な
の
で
、「
自
発
」。

＊
＊
＊

《
問
題
Ⅴ
》   

論
理
的
表
現
力 �

（
40
点
）

●
解
答
例

若
者
の
投
票
率
が
低
い
原
因
の
一
つ
は
、
学
校

教
育
に
あ
る
。
そ
も
そ
も
日
本
で
は
、
社
会
の
一

員
と
し
て
ど
の
よ
う
に
社
会
を
作
っ
て
い
く
か
を

主
体
的
に
考
え
さ
せ
る
教
育
が
少
な
い
。
ま
た
、

主
権
者
教
育
が
始
ま
っ
た
も
の
の
、
教
師
は
政
治

的
中
立
を
求
め
ら
れ
、
特
定
の
政
党
や
政
治
家
を

挙
げ
る
の
は
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
必
然

的
に
授
業
の
内
容
は
具
体
性
を
欠
く
も
の
と
な
り
、

政
治
や
選
挙
に
興
味
・
関
心
を
持
つ
生
徒
は
少
な

く
な
る
。
二
つ
目
の
原
因
と
し
て
、
報
道
の
在
り

方
が
挙
げ
ら
れ
る
。
政
治
に
関
し
て
は
、
本
質
的

な
議
論
よ
り
も
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
や
揚
げ
足
を
取

る
よ
う
な
報
道
が
過
熱
し
が
ち
で
、
国
民
の
政
治

不
信
は
高
ま
る
一
方
だ
。
自
分
が
投
票
し
て
も
意

味
が
な
い
と
考
え
る
若
者
は
多
く
、
投
票
率
低
下

に
拍
車
を
か
け
て
し
ま
っ
て
い
る
。

■
配
点　
40
点

◆
解
説本

問
は
、
あ
く
ま
で
論
理
的
表
現
力
を
試
す
も

の
で
あ
り
、
与
え
ら
れ
た
条
件
を
も
と
に
筋
の

通
っ
た
文
を
作
成
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

若
者
の
投
票
率
が
低
い
理
由
に
つ
い
て
、
与
え
ら

れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
論
述
し
ま
す
。
ま
ず

「
主
権
者
教
育
」
が
始
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

十
代
の
投
票
率
が
上
が
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、
低
下

し
続
け
て
い
る
理
由
を
考
え
ま
す
。
教
育
現
場
で

「
政
治
的
中
立
」
が
求
め
ら
れ
る
中
、
具
体
的
な

政
党
や
政
策
を
示
し
て
意
見
交
換
し
た
り
、
教
師

が
意
見
を
述
べ
た
り
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
表
面

的
な
主
権
者
教
育
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
報
道
の
在
り
方
」
に
関
し

て
は
、
な
ぜ
若
者
が
政
治
に
関
心
を
持
て
な
い
の

か
、
な
ぜ
「
政
治
不
信
」
に
つ
な
が
る
の
か
を
考

え
、
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。


